














Bien que le Canada soit un pays bilingue, la langue officielle du Québec est unique-
ment le français. Le présent article a pour but dʼanalyser les raisons pour lesquelles 
les Québécois essayent de protéger le français. Pour ce faire, nous avons commencé 
par retracer lʼhistoire linguistique du Québec. En un mot, lʼutilisation du français a 
été légalisée par la « Charte de la langue française », appelée aussi la loi 101. Ensuite, 
nous avons comparé lʼhistoire linguistique du Québec avec celle de la Finlande, ces 
deux histoires nous paraissant se ressembler beaucoup. Autrefois, la langue domi-
nante en Finlande était le suédois, et non le finnois, ce qui nʼest plus le cas. Nous 
avons également essayé dʼanalyser les situations linguistiques au Québec et en Fin-
lande, à lʼaide de la notion de « Diglossia » de Ferguson （1959） et des « sept motiva-
tions » de Ager （2008）. Finalement, nous nous sommes intéressé aux conditions qui 
favorisent la motivation pour protéger une langue.
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AIJLF6）（Association internationale des journalistes de langue française）設立の
呼びかけを行なったドスタレー・オーレアリー（Dostaler OʼLeary）はケベッ
ク州出身である。そして 1977 年には「フランス語憲章」（La Charte de la 
langue française）によって州公用語をフランス語のみと定めた。




































































































































が 1960 年に匿名で出版し、13 万部のベストセラーとなった『某修道士の無礼





























トラン （Jean-Jacques Bertrand） が党首であるユニオン・ナシオナル （Union 
Nationale） 政権は親が教授言語の選択権を認める一方、英語系学校におけるフ
ランス語教育を義務づけ、フランス語が労働言語や公共掲示における優先言語





































Langue distinctive dʼun peuple majoritairement francophone, la langue fran-
çaise permet au peuple québécois dʼexprimer son identité.
［…］
CHAPITRE I
LA LANGUE OFFICIELLE DU QUÉBEC









定めた42）。例として “second cup” というカナダの有名なカフェの店名は、ケ
ベック州においては “les cafes second cup” となっており、“KFC”（Kentucky 
Fired Chicken）の名称で知られるケンタッキー・フライドチキンの名称も、




の企業においてフランス語を使用している割合は 1984 年で約 32％であったの
に対し、1994 年は 68％まで上昇している。また 50-99 人の企業において、
79
カナダ・ケベック州におけるフランス語保護の過程・動機・条件
1984 年では 41％だったが、1994 年では 84％である44）。また教育において移民
の英語系学校への登録者数は、1971-1972 年では 85％であったのに対し、1877


















1984 年に制定されたルクセンブルクの言語法「言語の規則に関する 1984 年 2
月 24 日の法」が一例として挙げられる。この法の第一条において「ルクセン
ブルク国民の国語はルクセンブルク語である。」（La langue nationale des 




















この投票の結果、＇Non＇派が 60％、＇Oui＇派が 40％という 20％の差でケベッ
ク州はカナダ連邦に留まった。
　これらのケベック州の運動や「2 言語・2 文化調査委員会」（Commission 
























審査においても “Français, English”、“English, Français” との記載があり、フラ
ンス語、もしくは英語で審査を受けることができる。またカナダの航空会社で
あるエア・カナダ（Air Canada）でも同様に最低 2言語でサービスを行ってお






tincte）として認めるという「ミーチレーク協定」（accord du lac Meech）と
「シャーロットタウン協定」（Accord de Charlottetown）が立てられたが、どち
らも他州の反対により失敗した49）。その後、当時のケベック連合の党首である



















　またケベック州の車のナンバープレートには “Je me souviens” という記載が
あり、1939 年にケベック州政府が州の紋章を正式に認めた際にこのモットー
の記載があった52）。この続きとしてはいくつかの説があるが、Radio-Canada
の記事では “Je me souviens / que né sous le lys / je croîs sous la rose”、もしくは










































































































































































































































もある（Both diglossia and bilingualism）、バイリンガルであるがダイグロシア
ではない（Bilingualism without diglossia）、ダイグロシアであるがバイリンガ
ルではない（Diglossia without bilingualism）、ダイグロシアでもバイリンガル

































































































































































































 5） Statistique Canada （2018）
 6） 現在は名称が変わり、“UPF”（Union internationale de la presse française）である。ま
た 2ヶ月ごとに “La Gazette de la presse francophone” という機関紙を発行している。
 7） URL [http://pxnet2.stat.fi/PXWeb/pxweb/en/StatFin/StatFin__vrm__vaerak/statfin_vae-
rak_pxt_010.px]（最終閲覧日：2018 年 10 月 28 日）
 8） URL [https://www.cbc.ca/news/canada/montreal/canada-quebec-150-parade-celebra-
tion-1.4184718]（最終閲覧日：2018 年 10 月 28 日）
 9） 北米では「フレンチ ＝インディアン戦争」と知られ、「アブラハム平原の戦い」（“la 
guerre de la Conquête”）にて 1759 年にヌーベル・フランスが陥落した。
10） 「パリ条約」はアメリカ合衆国の独立を認めた条約としても知られる。

























26） 佐々木＆中村 （2016: 67）によれば、トロントを本社とする新聞社である “The Global 
and Mail” の記者が「静かな革命」（The Quiet Revolution）と呼び、これがフランス語
に逆輸入されて “La Révolution Tranquille” と呼ばれるようになった。
27） 「CEGEP」は中等教育の最終学年と、高等教育の１年目を合わせた教育機関である。
そのためケベック州の大学は他の州とは異なり、3年間で修了する。この CEGEPで
受けた科目とその科目の “La Cote R”（日本における内申点、GPAに相当する）によっ
て進学することができる大学と専攻が決まる。そのため、高等教育を志望するケベッ
ク州の生徒は必ずこの CEGEP教育を受けることとなる。
















35） 1967 年 7 月 24 日にモントリオールに訪問していたフランス大統領ド・ゴール
























46） 田村（1997: 84-85） 








52） URL [http:// ici.radio-canada.ca/emissions/a_rebours/2012-2013 /chronique.





55） また 1642 年には全聖書のフィンランド語訳が完成した。
56） 𠮷田（2008: 109）
57） パイヴィ・リンタラ（Päivi Rintala, 1998: 89）
58） 𠮷田（2008: 22）
59） 𠮷田（2007: 173）
60） リンタ ＝アホ（2011: 144）
61） リンタ ＝アホ （2011: 143）
62） 発音の表記としてロンルートという表記も見受けられたが、本論文ではリョンロット
で統一をする。
63） リョンルートが編纂したという記述も多く見られるが、石野 （2007: 127）はリョン
ルート自身が詩人と認識をしていたことに着眼し、『カレワラ』はリョンルートの作
品だと考えた。
64） 石野 （2007: 127）
65） ibidem
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